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１

ペ
ー
ジ

告
　
示

◯
入
会
林
野
整
備
計
画
の
認
可
（
一
〇
九
・
仙
北
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
（
一
一
〇

・
商
業
貿
易
室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
都
市
計
画
の
変
更
及
び
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
（
一
一
一
・
都
市

計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
商
港
区
、
工
業
港
区
、
漁
港
区
、
保
安
港
区
、
マ
リ
ー
ナ
港
区
及
び

修
景
厚
生
港
区
の
区
域
の
一
部
改
正
（
一
一
二
・
港
湾
空
港
課
）
…
…
１

公
　
告

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
地
域
活
動
支
援

室
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
決
定
（
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
２

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
の
決
定
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
２

秋
田
県
告
示
第
百
九
号

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
一
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
仙

市
南
外
奥
通
り
入
会
林
野
整
備
組
合
の
入
会
林
野
整
備
計
画
を
認
可
し
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
整
備
計
画
の
名
称
　
大
仙
市
南
外
奥
通
り
入
会
林
野
整
備
計
画

二
　
認
可
の
年
月
日
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
告
示
第
百
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
に
関
し
て
、
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
意
見
を

聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、

関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
大
曲

大
仙
市
戸
地
谷
字
川
前
百
九
十
八
番
外

二
　
大
仙
市
長
の
意
見

（一）

周
辺
住
宅
環
境
へ
の
配
慮

駐
車
場
の
収
容
台
数
の
増
や
営
業
時
間
の
延
長
に
伴
い
、
騒
音
及
び

大
気
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
駐
車
場
内
に
お
け
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
に
関
す
る
対
策
に
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

（二）

車
両
の
出
入
り
に
つ
い
て
の
配
慮

今
回
追
加
と
な
る
「
出
入
④
」
は
、
市
道
仙
北
九
号
と
市
道
仙
北
四

十
六
号
の
丁
字
路
に
非
常
に
近
い
こ
と
か
ら
、
主
要
な
出
入
口
と
な
ら

な
い
よ
う
に
誘
導
看
板
や
場
内
案
内
、
更
に
誘
導
員
の
配
置
な
ど
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

三
　
周
辺
地
域
の
住
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

四
　
関
係
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
期
間

（一）

縦
覧
場
所

県
庁
第
二
庁
舎
一
階
　
県
政
情
報
資
料
室

大
仙
市
役
所
　
農
林
商
工
部
　
商
工
観
光
課

（二）

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
七
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
百
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
変
更

し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
都

市
計
画
の
図
書
を
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

秋
田
都
市
計
画
臨
港
地
区
（
秋
田
港
臨
港
地
区
）
の
変
更

二
　
都
市
計
画
を
変
更
し
た
土
地
の
区
域

変
更
し
た
部
分
　
秋
田
市
土
崎
港
西
一
丁
目
の
一
部

削
除
し
た
部
分
　
秋
田
市
寺
内
字
蛭
根
、
八
橋
字
下
八
橋
、
川
尻
町
字

大
川
反
、
新
屋
天
秤
野
、
新
屋
豊
町
及
び
茨
島
三
丁
目

三
　
都
市
計
画
の
変
更
年
月
日
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
告
示
第
百
十
二
号

商
港
区
、
工
業
港
区
、
漁
港
区
、
保
安
港
区
、
マ
リ
ー
ナ
港
区
及
び
修
景

厚
生
港
区
の
区
域
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
告
示
第
七
百
六
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

表
秋
田
港
商
港
区
の
項
中
「
土
崎
港
新
城
町
五
六
の
一
、
五
六
の
二
、
五

七
の
一
、
五
七
の
二
、
五
八
の
一
、
五
八
の
二
、
六
〇
の
一
、
六
〇
の
二
、

六
二
の
一
、
六
二
の
二
、
六
三
の
一
、
六
三
の
二
、
六
四
の
一
、
六
四
の
二
、

六
五
の
一
、
六
五
の
二
、
六
七
の
一
及
び
六
七
の
二
、
土
崎
港
上
浜
町
一
の

一
か
ら
一
の
七
ま
で
、
二
の
一
か
ら
二
の
三
ま
で
、
四
の
一
か
ら
四
の
六
ま

で
、
五
の
一
か
ら
五
の
四
ま
で
、
六
の
一
か
ら
六
の
八
ま
で
、
七
の
一
か
ら

七
の
七
ま
で
、
八
の
一
か
ら
八
の
三
ま
で
、
九
の
一
か
ら
九
の
四
ま
で
、
一

〇
か
ら
一
九
ま
で
、
二
〇
の
一
、
二
〇
の
二
及
び
二
三
か
ら
三
二
ま
で
」
を

「
土
崎
港
西
一
丁
目
六
二
か
ら
六
七
ま
で
、
六
八
の
一
、
六
八
の
二
、
六
九
、

七
〇
の
一
、
七
〇
の
二
、
七
三
か
ら
八
〇
ま
で
、
八
一
の
一
、
八
一
の
二
、

八
二
の
一
、
八
二
の
二
」
に
改
め
、
「
川
尻
大
川
反
一
七
〇
の
四
、
一
七
〇

の
五
、
一
七
〇
の
七
二
、
一
七
〇
の
七
八
、
一
七
〇
の
七
九
、
一
七
〇
の
一

〇
三
、
二
三
三
の
七
四
か
ら
二
三
三
の
八
二
ま
で
及
び
二
三
三
の
八
四
、
」

を
「
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
の
七
四
」
に
改
め
、
表
秋
田
港
工
業
港
区
の

項
中
「
茨
島
一
丁
目
一
四
の
一
及
び
一
四
の
四
地
先
河
川
敷
、
寺
内
字
蛭
根

八
五
の
一
、
八
五
の
二
、
八
五
の
七
、
八
五
の
九
、
八
五
の
一
一
か
ら
八
五

の
一
四
ま
で
、
八
五
の
二
七
か
ら
八
五
の
三
三
ま
で
、
八
五
の
三
六
及
び
八

五
の
三
八
か
ら
八
五
の
四
五
ま
で
、
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
の
一
か
ら
一
九

一
の
五
ま
で
、
一
九
一
の
八
、
一
九
一
の
九
、
一
九
一
の
一
一
か
ら
一
九
一

の
一
三
ま
で
及
び
一
九
一
の
一
六
か
ら
一
九
一
の
二
四
ま
で
、
新
屋
字
天
秤

野
八
八
、
八
八
の
一
、
八
八
の
二
、
八
八
の
四
、
八
八
の
二
二
か
ら
八
八
の

三
一
ま
で
、
八
八
の
三
六
、
八
八
の
三
九
、
八
八
の
四
〇
、
八
九
、
九
二
の

四
、
九
四
、
九
五
、
九
六
の
二
、
九
六
の
四
、
九
六
の
五
及
び
九
七
の
一
か

ら
九
七
の
三
ま
で
並
び
に
九
七
の
一
〇
、
九
七
の
一
二
、
九
七
の
一
三
、
九

七
の
二
〇
、
九
七
の
二
一
、
九
七
の
二
二
及
び
一
〇
九
の
五
の
地
先
河
川
敷
、

九
七
の
六
、
九
七
の
一
〇
、
九
七
の
一
二
か
ら
九
七
の
一
七
ま
で
、
九
七
の

二
〇
か
ら
九
七
の
二
三
ま
で
、
一
〇
〇
の
二
、
一
〇
八
の
三
、
一
〇
九
の
一

か
ら
一
〇
九
の
三
ま
で
、
一
〇
九
の
一
七
、
一
〇
九
の
二
二
か
ら
一
〇
九
の

二
六
ま
で
、
一
〇
九
の
二
八
か
ら
一
〇
九
の
三
〇
ま
で
、
一
〇
九
の
三
三
、

一
一
〇
の
二
、
一
一
〇
の
三
、
一
一
一
の
一
か
ら
一
一
一
の
三
ま
で
、
一
一

一
の
五
か
ら
一
一
一
の
九
ま
で
、
一
一
一
の
一
一
、
一
一
一
の
一
二
、
一
一

二
の
一
か
ら
一
一
二
の
五
ま
で
、
一
一
二
の
七
、
一
一
二
の
一
六
、
一
一
三

告
　
　
　
　
　
　
示
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の
一
か
ら
一
一
三
の
一
三
ま
で
、
一
一
四
の
一
、
一
一
四
の
二
、
一
一
五
の

一
、
一
一
五
の
二
、
一
一
六
の
一
、
一
一
六
の
三
、
一
一
七
か
ら
一
一
九
ま

で
、
一
二
〇
の
一
、
一
二
〇
の
二
、
一
二
二
、
一
二
三
、
一
二
四
の
一
、
一

二
四
の
二
、
一
二
五
の
一
か
ら
一
二
五
の
一
七
ま
で
、
一
二
五
の
一
九
、
一

二
五
の
二
三
及
び
一
二
五
の
二
五
並
び
に
新
屋
字
上
野
九
七
の
二
及
び
九
七

の
四
」
を
「
寺
内
字
蛭
根
八
五
の
一
一
、
八
五
の
一
七
、
八
五
の
一
八
、
八

五
の
三
一
、
八
五
の
三
二
、
八
五
の
三
七
、
八
五
の
四
四
、
八
五
の
四
五
、

八
五
の
七
三
、
八
五
の
七
九
、
八
五
の
八
二
か
ら
八
五
の
八
五
ま
で
及
び
八

五
の
八
九
か
ら
八
五
の
九
六
ま
で
」
に
改
め
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の

と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
二
月
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
地
域
情
報
化
推
進
協
会

三
　
代
表
者
の
氏
名

高
　
松
　
和
　
雄

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
県
秋
田
市
寺
内
児
桜
三
丁
目
三
番
一
号

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
社
会
に
対
し
て
、
産
・
官
・
学
・
民
の
幅
広
い
識
（
知

識
・
見
識
・
学
識
）
を
集
め
、
意
見
交
換
な
ら
び
に
情
報
交
流
の
活
動
に

関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
地
域
情
報
化
及
び
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
鹿
角
市
花
輪
字
高
屋
四
十
八
番
地
橋
場
義
則
ほ
か
十
五

人
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
改
良
事
業

計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
し
、
次
の
と

お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
高
屋
地
区
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
八
日
ま

で
三
　
縦
覧
場
所
　
鹿
角
市
役
所

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
東
台
一
丁
目
七
番
地
二
十
五
戸
田
兼
光
ほ
か
十

七
名
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
県
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
改
良
事

業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
し
、
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
縦
覧
に
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す
べ
き
書
類
の
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県
営
土
地
改
良
事
業
（
柄
沢
地
区
特

定
農
業
用
管
水
路
等
特
別
対
策
事
業
）
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
九
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
八
日
ま

で
三
　
縦
覧
場
所
　
大
館
市
役
所

公
　
　
　
　
　
　
告
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月
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千
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十
九
号
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